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1．はじめに 
可搬型の車両感知器による交通量調査は，調査員に

よる計数作業が不要であるが，感知器によっては設置・

撤去に交通規制を要する場合もある．このため，調査員

により計数する方法が多用されているのが実態である．

この課題の解決に向けて，深層学習を用いて動画像か

ら交通量を調査する手法が注目されている 1) ．具体例

として，既存研究 2) では，設置が容易な市販のカメラ

で撮影した動画像から，自動車を車種ごとに計数する

手法が開発されている．しかし，自動二輪車は計数の対

象外で，自動二輪車の検出精度は自動車に比べ低いこ

とから，その検出精度の向上により交通量調査手法の

高度化が期待できる．そこで本研究の目的は，既存の交

通量調査手法の高度化に向けた，自動二輪車を含む交

通量調査手法の開発とする．具体的には，既存手法にお

ける車両検出技術の課題を確認し，車両検出モデルの

再学習や画像処理技術による動画像の加工により自動

二輪車に対する検出精度を向上させる手法を考案する． 

2．車両検出技術における課題整理 
本研究では，既存研究 2) において動画像から高精度

に車両を検出できることが明らかになっている

YOLOv43) を車両検出技術として採用し，自動車と自動

二輪車に対する検出精度を検証した．検証対象の動画

像は，既存研究 2) を参考にカメラの垂直方向の角度を

20°前後に設定して撮影されたものを使用した．検証

の結果，図-1 に示すような自動二輪車におけるオクル

ージョン時の検出漏れ，特徴を把握できない検出漏れ

および誤検出などの多くの課題が明らかになった． 

3．既存手法を高度化するための手法の選定 

本研究では，2 章で明らかになった課題を改善するた

め，画像処理技術によるデータの拡張，特定の自動二輪

車における教師データの学習および画像処理技術によ

る動画像の加工のそれぞれで，検出精度を向上させる

手法を選定した． 

（1）画像処理技術によるデータの拡張 
深層学習におけるデータの拡張は，教師データに

様々な加工を施し，データを水増しすることで深層学

習モデルの汎用性を向上させる手法の一つである．本

研究では，画像処理によるデータ拡張手法の有用性を

検証するため，ガンマ補正（図-2 参照），コントラスト

の調整，インパルスノイズの付加，ガウシアンノイズの

付加および平滑化によりデータを拡張し，それぞれの

手法ごとの YOLOv4 モデルを構築した．各モデルの検

出精度を比較検証した結果，ガンマ補正によりデータ

を 3 倍に拡張する手法が検出精度の向上に最も寄与す

ることが確認できた． 
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（2）特定の自動二輪車における教師データの学習 
本研究では，データの拡張後もルーフ付きの自動二

輪車や植栽が設けられた道路を走行する自動二輪車と

いった特定の自動二輪車に検出漏れがみられた．その

ため，特定の自動二輪車における教師データ（図-3 参

照）を再学習させ，検出漏れの改善を図った．その結果，

既存のモデルでは検出漏れしていた自動二輪車を検出

することが可能となった．そのため，特定の自動二輪車

を対象とした教師データの学習は有用性が高いことが

わかった． 

（3）画像処理技術による動画像の加工 
本研究では，オクルージョン発生時の検出漏れを改

善するため，画像処理により動画像を加工し，車道と車

体の境界を鮮明にすることで、検出が容易となる動画

像に変換した．画像処理としてグレースケール化，ヒス

トグラムの拡張および鮮鋭化処理を試行し，動画像の

加工による検出精度の差異を確認するため，加工前後

で検出精度を比較した．結果として，鮮鋭化処理を適用

した場合において検出精度の向上を確認できたため，

鮮鋭化処理を有用性の高い手法として選定した． 

4．高度化した交通量調査手法の精度検証 
 3 章で選定した手法を用いて高度化した交通量調査

手法（以下，「提案手法」とする．）の有用性を検証した．

検証に用いた動画像を図-4，検証結果を表-1 に示す．表

-1 より，提案手法を用いた場合に自動二輪車に対する

再現率が向上したことから自動二輪車の計数における

本手法の有用性を確認できた．しかし，両手法とも自動

二輪車の計数における F 値は自動車に比べ低く，劇的

な検出精度の向上には至らなかった．これは，提案手法

における YOLOv4 モデルに，自動二輪車の教師データ

を再学習させたことで，自転車に誤検出が発生し，再現

率の向上とは対照に適合率が低下したためである．そ

のため，今後，自転車の誤検出の改善が必要であること

が明らかとなった．また，提案手法を用いた場合，自動

車に対する再現率のわずかな低下がみられたことから，

自動車の検出精度を損なわない YOLOv4 モデルの構築

が必要であることが示唆された． 

5．おわりに 
 本研究では，自動二輪車に対する検出精度を向上さ

せる手法を考案し，高度化した交通量調査手法を提案

した．そして，提案手法と既存手法を比較検証し，提案

手法の有用性を確認した．今後は，4 章で示した自転車

に対する誤検出および自動車に対する再現率の低下を

改善する．そのために，自転車や現状と異なる自動車の

教師データを学習させ，交通量調査への実用に向けてさ

らなる検出精度の向上を図る． 
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図-4 検証に用いた動画像の例 

表-1 検証結果 
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図-3 特定の自動二輪車の例 
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